
２００８年１月２２日 長崎新聞

○EMS学生委員会の活動
環境科学部の環境マネージメントシステム（EMS）に学生の立場から取り組む委員会です。

○環境科学部発の全学サークル
っじゃすみん
サークル全体で行う活動は３月末から４月初めにかけて

あるリサイクル市というイベントなどを行っており、さら
に大学生主催の環境イベントなど、自分が興味を持った活
動にそれぞれが参加しているそうです。
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○長崎大学環境報告書２００６への
学生からの声

環境関係の講義で、長崎大学環境報告書を配布し、

意見を記述してもらいました。大部分の学生が、本学

の環境配慮に対する活動内容を、知ることができたと

いう感想を述べていましたが、いくつか大変、建設的

な提言もあり、ここに、その一部を要約して紹介しま

す。また、そのうち、幾つかの意見は、本書に、すで

に反映させています。

○コピー用紙の削減が不徹底である。学問の場におい

て本当に必要な資料等を削減する必要は無いと思う

が、年度始めの配布物には、不要なものも見受けら

れる。また、コピー用紙の用途を明確にすることも

必要でないかと思う。

○学生は、大学で学ぶことが主体である。節約のあま

り、学問の場を縮小していないか検討の必要があろ

う。土日の図書館の開館時間が短いのは、エネルギー

節約のためだろうか。

○特定調達品目調達実績など、どういう趣旨のデータ

なのかわかりにくいので、もう少し、詳しい説明が

欲しい。

○環境配慮が、まだ、大学全体で取り組んでいるとい

う実感が無い。

○環境配慮の方針、環境報告書が、あまり知られてい

ない。HPや冊子だけでなく、講義や学生のオリエ

ンテーションでも紹介すべきである。

○シラバスを記載しても、あまり意味が無いように思

う。環境教育活動については、もう少し、興味が持

てるよう工夫が欲しい。他の記事では、文章と写真

等をいれて、読者のことを考えているが、そのバラ

ンスは重要と感じる。

○メリットや見返りがなければ、人はなかなか動かな

い。環境問題も同様、エコはエコロジーのエコであ

るばかりでなく、エコノミーのエコでもある。

○シラバスをもう少し減らすべきである。コピー用紙

削減よりも先決である。

○如何に法令を遵守しているかを、もう少し、地域に

公言すべきである。

○長崎大学には環境を考えている学生サークルが多く

ある。そのような学生が考えている環境への取り組

みに興味を持ち、もっと支援してもらえたら、様々

な環境へのアプローチができるのではないかと思う。

２００７年６月３日 毎日新聞
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